
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 41 号（2017 年 3 月 10 日）
 ＜基本的知識収集＞
　　イ．絶滅危惧種について調べる。　１時間
　　ロ．他の地域では，どのような運動が行わ
　　　れているのか調べる。　　　　　１時間
　　ハ．○○市の開発の様子を調べる。１時間
⑦　より切実的実感的にするための話し合い
　　イ．問題がどのような理由や背景から起
こっているのか，論理的に究明してい
く。
原因の探究 １時間
　　例）なぜ絶滅危惧種になったのか？
　　　　資料：地形図
　　ロ．人々の願いにせまり自分の願いに気づ
　　　く。
願い・価値の究明 １時間
　　例）○市としてはどうしたいのか？
　　　　絶滅するとどうなるのか？
　　資料：市役所の人の話を聞く
　　ハ．問題に直接かかわりその問題の渦中に
　　　いる人々の気持ちを考える。
心情への共感 １時間
　　例）地域の古老に昔の様子を聞く。クツワ
　　　ムシ，ヘビ，日本赤ガエルについて
　動物たちはどうしているのか？熊の出
没について話し合う。
　　ニ．知識・価値を関連づけながら，問題を
　　　解決するためには，自分がどのような行
　　　為をとれば良いか，意志を決定する
合理的意志決定 1時間
　・看板を立てる→却って知らせることにな
り，絶滅するのではないか？
　・清掃をする。→環境に悪いごみがあった。
　・保護者，地域に訴える。
　※はじめに問題解決のためにできる多様な方
法をできるだけ多く挙げ，長所と短所や実
施した場合の影響や結果等から自分の価値
等から最善の解決方法を選んでいく。
⑧　問題解決のための自分たちの考えを創る。
　（個の問題を共通の問題に練り上げていく）
２時間
　自分で考えた問題解決方法をグループで検
討し，グループの考えを決める。
⑨　グループ毎プレゼンテーション準備をす
る。　　　　　　　　　　　　　２～４時間
⑩　プレゼンテーション　　　　　　　２時間
　地域，市役所等関係者を招いて発表する。
⑪　学級全体で検討　　　　　　　　　２時間
　子どもたちの気持ちや感情（情意的・シン
キング）だけでなく，客観的な事実（クリティ
カル・シンキング）から思考させ，判断させ
たい。
　◇クリティカル・シンキング
　物事を多角的・多面的に吟味し見定めてい
く力　→　協働的問題解決
　◇情意的・シンキング（fair will thinking）
⑫　実行＝社会参加のための準備　　　２時間
⑬　実行する＝社会参加する　　　　　２時間
⑭　振り返る　　感想を書く　　　　　１時間
⑮　新たな問題をもつ　　　　　　　　１時間
10 実践例
実践　茅ヶ崎市立小和田小学校中村俊太教諭
（1）テーマ：「自転車天国？茅ヶ崎」
（2）実践の概要
　茅ヶ崎市は，自転車事故の割合が県内３位と
自転車事故多発地域に指定されている。また学
区内にある東小和田交差点から辻堂駅までの道
は，朝通勤の自転車が信号無視や右側通行等危
険な運転が目立っていることなどを知らせ，ど
うすれば自転車が左側を走るようになるかを考
えた。その結果プリントを作成したり，横断幕
を作成したりして朝通勤時間帯の通行する人に
自転車左側キャンペーンを東小和田交差点で実
施し，市役所，警察，地域自治会とともに呼び
かけた。
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アクティブ・ラーニングの一方策
（3）単元計画
①　安全なくらしとまちづくり【社会科】
…問題場面の発見
②　茅ヶ崎市は自転車事故多発地域に指定され
　ている！（５時間）　　 …願い・価値の究明
③　自転車のルールはいったいどうなっている
　んだろう？　　　　　　　　　…原因の探究
④　自転車が関わる事故をなくすためにはどう
　すればいいだろう？（４時間）
…合理的意思決定
⑤　飯塚さんの話を聞いて，思ったことや感じ
　たことを整理しよう！（４時間）…原因の探
　究，心情への共感，願い・価値の究明
⑥　小和田小学区の自転車交通をもっとよくす
　るために，自分たちに何ができるのか。
　（４時間）　　　　　　　　…合理的意思決定
⑦　自分にできることを実行する準備をしよう！
　（１１時間）　　　　　　　　　　…社会参加
⑧　振り返り（３時間）
11　おわりに
　文部科学省は，問題解決的な学習の展開のあ
る授業を以前から教師に求めている。しかし教
育現場では，なかなか問題解決的な学習が展開
されていない。また，できる教師も少ない。
　総合的な学習の時間は，我が国の子どもたち
を教育する上で，とても重要なものであるにも
関わらず，ほとんどの学校では行事の準備等に
充てられたり，間違った解釈による総合的な学
習が展開されたりしていることが多く見られ
る。
　本稿では，問題解決的な学習はどのような学
習か，また総合的な学習の時間はどのような学
習の時間かを明確にした。
　今後，問題解決的な学習や本来の総合的な学
習の時間が実践されるよう願っている。
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